
令和５年版　国土交通白書　はじめに

近年、デジタル化は急速に進展しており、国際社会や企業活動、そして一人ひとりのライフスタイ
ルに至るまで、ありようを変化させている。また、人口減少による地域の足の衰退や担い手不足、気
候変動に伴う災害の激甚化・頻発化、脱炭素化等が大きな課題となっている。技術の進歩は、これま
でも私たちの生活や経済社会を大きく変革してきたが、デジタル化の特性を踏まえて効果的に取り込
むことにより、直面する課題を解決し、豊かな暮らしと社会を実現することが重要である。

このような中、デジタル庁の発足（2021年９月）、デジタル社会の実現に向けた重点計画の策定
（2022年6月）、デジタル田園都市国家構想総合戦略の策定（同年12月）等、政府はデジタル化の取
組みを進めている。
とりわけ、国民の生命・財産を守る防災、日々の生活に密着した交通・まちづくり、暮らしや社会

を支える物流・インフラ、そして行政手続のデジタル化など、「国土交通分野のデジタル化」は、持
続可能で活力ある豊かな暮らしと社会を形作る上で必要不可欠であり、その取組みの加速化にあたっ
て、同分野のデジタル化の動向や今後の展望について考察することが肝要である。

こうした背景を踏まえ、令和５年版国土交通白書の第Ⅰ部では、「デジタル化で変わる暮らしと社会」
をテーマとし、国土交通分野のデジタル化の動向について現状を俯瞰するとともに、同分野のデジタ
ル化により実現を図る豊かな暮らしと社会を展望する。
まず、直面する課題とデジタル化の役割を分析するとともに、行政や企業等の取組みとともに意識

調査の結果を取り上げながら、デジタル実装の現在地と今後への期待について整理する。その上で、
豊かな暮らしと社会の実現に向けて、国土交通省のデジタル化施策の方向性を示すとともに、デジタ
ル化で変わる「新しい暮らしと社会の姿」を展望する。

第Ⅱ部では、国土交通行政の各分野の動向を政策課題ごとに報告する。




